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シメオンの神
し ん

権
け ん

の祝
しゅく

福
ふ く

ノエル・ランバート・バラス
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました）

シメオンは向
む

こうのはりに 
飛
と

びうつろうとしました。

このお話
はなし

は，キリバスでの出
で

来
き

事
ごと

です。

シメオンは頭
ず

上
じょう

の丸
まる

太
た

によじ登
のぼ

ると，両
りょう

足
あし

をひっかけて，さ
かさまにぶら下

さ

がりました。
「この場

ば

所
しょ

は最
さい

高
こう

だね！」ナシエタが下
した

から言
い

いました。
シメオンと友

とも

達
だち

は，その週
しゅう

の初
はじ

めに，使
つか

われていない木
き

の小
こ

屋
や

を見
み

つけました。そこは遊
あそ

ぶのにぴったりの場
ば

所
しょ

です！ 屋
や

根
ね

をささえているはりは，ぶら下
さ

がるのに完
かん

璧
ぺき

でした。
「サルみたいに，いちばん向

む

こうまでジャンプできるぞ！」とシ
メオンは言

い

いました。
「ぼくもそっちまで行

い

くよ！」とトアニが言
い

いました。
シメオンはうでを使

つか

って体
からだ

を前
まえ

にゆらすと，友
とも

達
だち

のそばのはり
に向

む

かってジャンプしました。そしてはりにつかまろうと両
りょう

手
て

を
のばしました。

でも指
ゆび

がすべってしまいました！ シメオンは地
じ

面
めん

に落
お

ちてし
まいました。

「いたい！」シメオンは言
い

いました。友
とも

達
だち

が助
たす

けようとかけよ
りました。
「大

だい

丈
じょう

夫
ぶ

？」ナシエタがたずねました。
シメオンは起

お

き上
あ

がろうとしましたが，うでにはげしいいたみ
を感

かん

じました。
「動

うご

けるか分
わ

からない」とシメオンは言
い

いました。泣
な

かないよ
うにしようとしましたが，なみだがほおを伝

つた

いました。
「かわいそうに，シメオン」とナシエタが言

い

いました。「ぼく
たちが家

いえ

に連
つ

れて帰
かえ

ってあげるよ。」
シメオンは友

とも

達
だち

に助
たす

けてもらいながら島
しま

の反
はん

対
たい

側
がわ

まで行
い

きま
した。家

いえ

に着
つ

いたとき，太
たい

陽
よう

はほとんどしずみかけていました。
「どうしたの？」お母

かあ

さんがたずねました。
「だれもいない小

こ

屋
や

で遊
あそ

んでいたら」と，トアニが説
せつ

明
めい

しまし
た。「ぶら下

さ

がっていたはりからすべって落
お

ちたんです。」

シメオンはうでをまっすぐのばすこともできませんでした。
いたくてたまりません！

お母
かあ

さんはシメオンを無
ぶ

事
じ

に家
いえ

に連
つ

れて帰
かえ

ってくれた二
ふた

人
り

の
友
とも

達
だち

に感
かん

謝
しゃ

しました。シメオンがマットの上
うえ

に横
よこ

になるのを手
て

伝
つだ

い，体
からだ

の周
まわ

りにやわらかいまくらを置
お

きました。
まだいたみが続

つづ

いていました。でも暗
くら

い中
なか

を行
い

けるほど近
ちか

く
に医

い

者
しゃ

はいません。一
ひと

晩
ばん

中
じゅう

いたみが続
つづ

いたら，どうしたらよい
でしょうか。

すると，家
いえ

の外
そと

からあいさつの声
こえ

が聞
き

こえました。「マウリ
（こんばんは）！」宣

せん

教
きょう

師
し

たちでした。
「長

ちょう

老
ろう

たち，お会
あ

いできてうれしいです」とお母
かあ

さんが言
い

いま
した。「息

むす

子
こ

に神
しん

権
けん

の祝
しゅく

福
ふく

をしてもらえませんか。うでをけが
して，いたみがひどいのです。」
「もちろんです。」アイトゥ長

ちょう

老
ろう

はシメオンにほほえみかける
と，「神

しん

権
けん

の祝
しゅく

福
ふく

をしましょうか，シメオン？」とたずねました。
シメオンは，神

しん

権
けん

の祝
しゅく

福
ふく

が人
ひと

々
びと

を助
たす

け，いやす神
かみ

様
さま

からの力
ちから

を
もたらすことを知

し

っていました。天
てん

のお父
とう

様
さま

が自
じ

分
ぶん

を助
たす

けてく
ださるという信

しん

仰
こう

を持
も

っていました。シメオンはうなずきまし
た。「はい，お願

ねが

いします。」
宣
せん

教
きょう

師
し

たちはシメオンの頭
あたま

に手
て

を置
お

きました。そしてシメオ
ンの名

みょう

字
じ

と名
な

前
まえ

をよび，イエス・キリストの力
ちから

によって，いたみ
が和

やわ

らぐように祝
しゅく

福
ふく

しました。
間
ま

もなく，うではあまりいたくなくなりました。気
き

持
も

ちが落
お

ち
着
つ

いて，平
へい

安
あん

を感
かん

じました。ねむることさえできました。
目
め

が覚
さ

めると，もう朝
あさ

でした。うではまだいたかったのです
が，前

まえ

ほどではありませんでした。
「具

ぐ

合
あい

はどう？」とお母
かあ

さんがたずねました。

「ずっとよくなったよ」とシメオンは答
こた

えました。「ぼく，神
しん

権
けん

の力
ちから

ってほんとうにあると思
おも

う。」
「祝

しゅく

福
ふく

があなたの助
たす

けになったことをうれしく思
おも

うわ。」お母
かあ

さんはうでにぶつからないよう注
ちゅう

意
い

しながらシメオンをだきし
めました。「うでがしっかり治

なお

るように，助
たす

けてもらいに行
い

きま
しょう。」

お母
かあ

さんはシメオンが自
じ

転
てん

車
しゃ

に乗
の

るのを手
て

伝
つだ

ってから，シメ
オンの後

うし

ろに乗
の

りました。助
たす

けてくれる近
きん

所
じょ

の人
ひと

のところへ行
い

くのです。
うでを治

ち

療
りょう

してもらっている間
あいだ

，シメオンは笑
え

顔
がお

でした。神
しん

権
けん

の力
ちから

はほんとうにある，神
かみ

様
さま

からの力
ちから

なのです。シメオンは心
こころ

から感
かん

謝
しゃ

しました！ ●
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